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本書は、1889 年に刊行されたイギリスの作家ジェローム・K・ジェローム














































Wild）はその著書、『1880 年から 1939 年の文芸文化におけるオフィスワーカー









Booth, 1840-1916）は、1889 年から 91 年に初版として刊行した『ロンドン市
民の生活と労働』（Life and Labour of the People in London, 1891-1903）において、
週給 21 シリングと 22 シリングの間に貧困線を引いていたが、この貧困線の上
で暮らすのがジェロームであり、さらに上が三人の男たちである。ジョージ・





週給 15 シリングの窓ふき仕事の募集に 500 人以上集まる悲惨な状況や、暖を
とるお金にも欠き、走っている運搬車からこぼれ落ちた石炭を拾う惨めなアル
コール中毒の女性の姿も描かれる。劣悪な環境で長時間の過酷な単純労働に従
事し、貧困線の下で飢えや寒さ、低い収入に釣り合わない高い家賃に苦しむ彼
らは、同じ労働者ではあるものの、知識労働者としてオフィスで働き、懐の心
配をせずに余暇をボートで旅する余裕のある『ボートの三人男』の男たちとは
全く異なる。
食うや食わずの毎日を送る彼らに比べれば、旅の途中で六個の卵からスクラ
ンブルエッグを作ろうとしたところ、結局スプーン一杯分の焦げて食べるに値
しない代物が出来上がった顛末や、昼食にコールドビーフを食べようとしたと
ころ、「辛子がないので、ボート全体が憂鬱に包まれた」（228）など、のどか
な雰囲気で描かれる三人の姿は終始微笑ましく、この時代の経済的に余裕のあ
る労働者の姿として魅力的に描かれ、たしかに当時の読者の興味を惹きつける
のに成功したのではないだろうか。
尚、翻訳という点では丸谷才一（1925-2012）の訳書が『ボートの三人男
─犬は勘定に入れません』（筑摩書房、1961）として刊行され、その後改版
として『ボートの三人男』（中公文庫、2010）も出ているため、既に丸谷訳が
多くの読者に親しまれている。本書訳者あとがきで「丸谷才一という無類の書
き手がジェロームの英語を自分の洗練された日本語へと（時にはかなりの力業
で）引き寄せている」（397）、と小山太一が書いているように、丸谷訳は安定
していて読み易い文章であるのは周知の事実だが、それを踏まえた上で「引き
寄せずに寄り添うやり方もあるかもしれない」（397）と考え、あらたに翻訳に
取り組んだ今回の訳は、結果としてよりリズミカルで自然な文体になったので
はないだろうか。また、補足資料として見開きに掲載された旅の舞台であるテ
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ムズ川周辺の地図は、イギリスの地理に詳しくない読者を三人の男たちの旅に
導く水先案内の役を務めてくれるだろう。
21 世紀に生きる読者には不慣れな社会的状況や歴史的背景もあるかもしれ
ないが、地図に加え、充実した注釈と解説、さらに作者の年譜により、ストレ
スを感じることなく 19 世紀末の男三人のボート旅行の世界に浸ることができ
るだろう。その世界観を楽しむためにもそれら補足資料を参照していただき、
原文に寄り添いながら親しみやすく自然な文体であらたに翻訳された本書で
ジェローム独特のシリアスさとユーモアのコンビネーションを楽しんでいただ
きたい。
